
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・ミライシードを活用した
学習の取組

・教員及び児童の活
用率が80％

・各教科と特別活動と相互
に関連付けた学習活動の実
施

・児童の肯定的な評
価80％

・読書科等の探究的な学習
と各教科等と関連付けた学
習

・年12回思考ツール
を活用した学習の実
施

・校内研究と関連付けた体
育の学習の実施

・年３回の研究授業
の実施

・運動することが楽しいと
実感する児童の育成

・児童の肯定的な評
価が80％

・校内外の施設や異年齢交
流と異年齢活動と関連付け
た活動

・児童の肯定的な評
価70％

・指導計画と個別指導計画
に基づく学習の実施

各学期に１回以上の
実施

・通級児童と指導教員によ
る理解啓発学習の実施

・希望した児童によ
る理解啓発学習の実
施

・エンカレッジルームの保
護者への理解啓発

・毎学期1回、ホー
ムページで情報を発
信

・いじめに関する授業と研
修の実施

・年3回の実施

・SC(スクールカウンセラー)
やSSW(スクールソーシャル
ワーカー）、エンカレッジサ
ポーターとの連携強化

・不登校児童とSCま
たはSSW、エンカ
レッジサポーターと
の連携100%

〇体育学習の充実

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立中小岩小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）（案）

学校教育目標 よく考える子　思いやりのある子　たくましい子
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

わくわく　どきどきする学校
多様性を認め合い、主体的に学び行動する児童
職員自身が最大の教育環境

前年度までの本校の現
状

各教科等と特別活動との相互の関連を図りながら、児童の主体性を育む学習活動を推進できた。ま
た、全国学力学習状況調査において、国語及び算数の平均正答率が上昇し、本校における学力の向
上につながった。

読解力や論理的に思考する力の育成と児童の学びに向かう力の涵養を図り、児童の主体的な学びと成長を促す教育活動の充実が
課題である。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
向
上

○学校改築工事下にお
ける運動遊びの充実

学
力
向
上

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇交流及び共同学習の
推進

〇理解啓発学習の推進

○エンカレッジルーム
を活用した個別支援の
推進

〇分かりやすいの学習
指導の推進と児童の主
体的な学習の充実

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇いじめ防止の取組

〇教育相談の充実

〇読書科の更なる充実



・LｰGateを活用した児童
の健康等状況の確認

・児童の活用率
100％

・土曜授業や平日の学校公
開の実施

・年３回土曜授業と
平日2日間の実施

・ホームページやtetoruを
活用した情報発信

・年間訪問者数10万
人

・学校と家庭、地域と連携
したイベントの実施

・校舎改築に関わる
イベント実施

・学級会や学校行事の充実 ・各学期1回、児童
が主体となる行事の
実施

・教員の組織的な育成 ・年8回のOJT研修
の実施

・月１回の定時退勤日の設
定

・全教職員の月残業
時間４０時間以下

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○児童の主体的に社会
に参加する教育活動の
推進

○教員研修の実施

〇働き方改革の推進

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校公開の取組

〇ホームページ等を活
用した情報発信の充実

〇学校施設を活用した
取組

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

○LｰGateを活用した取
組


